
                   

私
は
、
３
月
議
会
定
例
会
（
２
月
２４
日
～
３

月
１５
日
）
で
「
有
機
農
業
及
び
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
と
学
校
給
食
つ
い
て
」
一
般
質
問
を

し
ま
し
た
。 

「み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」対
策
は 

私
は
「
国
の
『
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
』
（
有
機
農
業
１
０
０
万
㏊
を
目
指
す
）
に

対
す
る
市
の
今
後
の
施
策
展
開
と
数
値
目
標
そ

し
て
農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。 

産
業
部
長
は
「
本
市
は
、
県
内
で
最
も
有
機

農
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
１
年
の
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
い
、
消
費
者

の
買
い
控
え
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
、
有
機
農

業
取
組
み
面
積
が
現
在
約
５９
㏊
に
減
少
し
、
以

前
の
面
積
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
。
こ
の
現
状

を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
、
農
畜
産
物
の
風
評
払

拭
と
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の
取
組
み
を
継
続

的
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
よ
り
生
産
性
の
高

い
技
術
体
系
の
確
立
や
販
路
開
拓
等
に
取
組
む

県
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
と

更
な
る
生
産
性
向
上
を
図
り
、
有
機
農
業
の
取

組
み
拡
大
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
、
新
年
度
に
予
定
し
て
い
る

農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
中
間
見
直
し
の
中
で
検
討
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

特
別
栽
倍
等
環
境
保
全
型
農
業
推
進
は 

 
 

私
は
「
喜
多
方
市
は
、
２
０
２
０
年
度
福
島

県
環
境
保
全
型
直
接
支
払
交
付
金
の
実
施
状
況

で
、
面
積
８
７
７
㏊
は
県
全
体
面
積
の
約
４
割

交
付
金
額
５
，
２
４
８
万
円
も
全
交
付
金
額
の

約
４
割
と
、
取
組
み
で
は
県
内
一
で
あ
る
。
今

後
の
市
の
推
進
施
策
と
数
値
目
標
を
ど
う
す
る

の
か
」
質
問
し
ま
し
た
。 

産
業
部
長
は
「
今
般
の
総
合
計
画
見
直
し
に

お
い
て
、
目
標
指
標
を
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
数
か

ら
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
取
組
み
面
積
と

し
、
２
０
２
６
年
度
ま
で
に
２
０
２
０
年
度
実

績
８
７
７
㏊
か
ら
１
２
３
㏊
増
の
１
，
０
０
０

㏊
に
拡
大
す
る
目
標
と
し
た
。
目
標
達
成
に
向

け
、
現
在
環
境
穂
算
型
農
業
直
接
支
払
制
度
に

取
組
ん
で
い
な
い
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
中
心
に

誘
導
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
引
き
続
き
よ
り

多
く
の
農
業
者
が
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
の
対
象
と
な
る
特
別
栽
培
や
有
機
農
業

の
取
組
み
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
誘
導
と
支
援
を
し
て

い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
１
０
０
自
治
体
に 

 

私
は
「
本
年
１
月
、
国
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
（
仮
称
）
創
設
に
向
け
た
構
想
を
明

ら
か
に
し
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
１
０
０
市
町

村
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
福
島
県
内
の
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度
の
実
績
ト
ッ
プ
の

喜
多
方
市
と
し
て
、
こ
の
構
想
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
実
施
計
画
ま
で
新
年
度
取
組
ん
で
ほ
し
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
」
質
問
し
ま
し
た
。 

 

産
業
部
長
は
「
原
発
事
故
前
、
有
機
農
業
の

取
組
み
面
積
１
０
０
㏊
あ
っ
た
が
、
販
売
先
が

な
く
な
り
現
状
の
面
積
に
減
少
し
た
。
有
機
農 

業
に
と
っ
て
販
売
先
の
構
築
を
整
備
す
る
こ
と

は
必
須
で
あ
る
。
市
と
し
て
、
新
年
度
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
十
分
に

検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

い
す
み
市
学
校
給
食
に
有
機
米
１
０
０
％ 

私
は
「
千
葉
県
い
す
み
市
が
、
２
０
１
８
年

に
学
校
給
食
に
１
０
０
％
有
機
米
と
し
て
い
る

そ
の
背
景
に
は
、
価
格
補
償
（
通
常
の
１
・
５

倍
の
値
段
）
に
よ
る
農
業
所
得
確
保
の
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、
有
機
食
材
の

導
入
を
積
極
的
に
推
進
で
き
な
い
か
」
質
問
し

ま
し
た
。 

教
育
部
長
は
「
野
菜
な
ど
の
食
材
は
、
学
校

給
食
生
産
者
の
会
な
ど
喜
多
方
市
産
の
も
の
を

使
用
し
て
い
る
。
生
産
者
の
会
で
は
、
有
機
質

肥
料
の
使
用
を
中
心
に
、
化
学
肥
料
は
慣
行
栽

培
の
２
割
以
上
削
減
を
目
指
し
て
栽
培
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
虫
対
策
と
し
て
使
用
す
る
農
薬

は
最
小
限
と
し
、
化
学
農
薬
は
慣
行
栽
培
の
２

割
以
上
の
削
減
を
目
指
し
、
取
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
使
用
す
る
農
薬
を
で
き
る
限
り
少
な

く
し
、
安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
用
し
た
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

地
域
経
済
再
生
、
有
機
農
業
の
視
点
は 

 

私
は
「
有
機
農
業
の
取
組
み
に
よ
る
市
内
循

環
の
経
済
シ
ス
テ
ム
構
築
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
」
質
問
し
ま
し
た
。 

市
長
は
「
有
機
農
業
に
つ
い
て
は
、
原
発
事

故
前
県
内
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
。
し
か
し
、
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
技
術
や
生
産
者
の
方
々

が
対
応
で
き
る
素
地
は
あ
る
。
ま
た
、
販
売
に

つ
い
て
も
消
費
者
と
ど
う
い
う
連
携
が
で
き
る

か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
田
園
回
帰
の
機
運
も

あ
る
の
で
、
市
と
し
て
、
足
腰
の
強
い
農
業
を

推
進
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

国
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
応
募
を 
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投
票
率
向
上
を
目
指
し
た
啓
発
活
動
は 

問 

市
長
選
挙
の
投
票
率
は
５６
・
５９
％
と
前
回

と
比
べ
て
わ
ず
か
に
上
昇
し
た
が
、
今
後
選
挙

に
お
け
る
投
票
率
向
上
の
た
め
の
選
挙
啓
発
活

動
を
ど
う
進
め
る
考
え
な
の
か
。 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

投
票
率
が
平
均
よ

り
低
い
年
代
層
へ
の
啓
発
手
法
を
検
討
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
主
権
者
と
し
て
の
投
票
参
加
に

つ
い
て
、
市
広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
お

知
ら
せ
を
掲
載
し
て
周
知
を
図
り
、
ま
た
、
新

有
権
者
に
は
、
選
挙
入
場
券
と
合
わ
せ
て
選
挙

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
周
知
す
る
と
共
に

市
内
高
等
学
校
に
選
挙
啓
発
物
品
を
配
布
し
て

い
る
。
若
年
層
の
有
権
者
に
は
、
子
ど
も
園
や

小
中
学
校
等
を
通
じ
て
、
選
挙
啓
発
物
品
を
配

布
し
関
心
が
高
く
な
る
よ
う
周
知
を
行
う
と
共

に
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
の
協
力
を

得
て
投
票
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。 

主
権
者
教
育
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か 

   

問 

主
権
と
は
、
国
を
統
治
す
る
権
力
の
こ
と

で
、「
国
を
統
治
す
る
権
力
」
と
は
、
社
会
秩
序

を
維
持
す
る
た
め
に
法
律
を
定
め
（
立
法
権
）、

定
め
ら
れ
た
法
律
を
執
行
し
（
行
政
権
）、
法
に

基
づ
い
て
争
い
を
解
決
す
る
（
司
法
権
）
と
い

っ
た
権
力
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
憲
法
の

三
大
原
理
「
国
民
主
権
」、「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」、「
平
和
主
義
」
に
あ
る
よ
う
に
、
主
権
が

国
民
に
あ
る
「
国
民
主
権
」
の
国
で
あ
る
。
国

民
主
権
＝
国
民
が
統
治
権
を
持
っ
て
い
る
事
に

な
る
の
で
、
主
権
者
＝
統
治
権
を
持
っ
て
い
る

人
に
な
る
。
こ
の
事
柄
が
、
主
権
者
教
育
と
し

て
、
学
校
で
深
め
る
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る

が
、
市
の
実
態
と
対
応
は
ど
う
か
。 

教
育
長 

市
で
は
、
主
権
者
教
育
の
観
点
で
中
学
３

年
生
を
対
象
に
「
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
子
ど
も
議
会
前
に
各
学
校
に
「
あ
な
た
の
意
見

は
す
ぐ
に
市
政
に
反
映
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と

の
質
問
に
、
多
く
の
子
ど
も
は
「
反
映
さ
れ
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
主
権
者
教
育

が
行
わ
れ
、
小
６
学
年
で
憲
法
を
学
び
、
中
学
校
で

自
治
の
あ
り
方
を
学
ぶ
が
、
実
態
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の

通
り
で
あ
る
の
で
、
今
後
は
、
主
権
者
教
育
の
中
で

選
挙
権
が
１８
歳
か
ら
と
な
っ
た
の
で
、
意
識
的
に
政

治
参
加
で
き
る
ひ
と
り
一
人
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

問 

今
回
の
市
長
選
挙
で
は
、
棄
権
者
が
１
７
，
０

１
４
人
と
の
結
果
で
あ
る
が
、
市
長
の
受
け
止
め
と

今
後
の
市
政
運
営
を
ど
う
す
る
の
か
。 

市
長 

私
の
投
票
率
も
３
割
超
で
こ
の
任
に
着
い
た

と
認
識
し
て
い
る
。
市
政
は
市
民
の
た
め
に
あ
る
と

の
考
え
で
、
オ
ー
ル
市
民
で
の
市
政
運
営
を
掲
げ
て

い
る
。
若
年
層
の
投
票
率
が
低
い
と
い
う
現
実
を
踏

ま
え
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま

た
、
未
来
あ
る
喜
多
方
を
築
く
た
め
に
、
夢
と
希
望

を
語
れ
る
喜
多
方
市
政
の
運
営
を
し
て
い
く
。 

市
の
実
態
を
踏
ま
え
展
望
を
示
す
計
画
に 

総
合
計
画
（
基
本
計
画
）
中
間
見
直
し
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
私
は
、
次
の
８
項
目
に
つ
い
て
（ 

）

の
内
容
を
追
加
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

・
農
林
業
「
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
る
６
次
産
業
化

や
（
有
機
農
業
な
ど
）
環
境
の
や
さ
し
い
農
業
」
に 

「
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ

林
業
経
営
体
（
及
び
林
業
の
担
い
手
）
の
育
成
」
に 

・
施
策
６
「（
有
機
農
業
及
び
）
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
の
推
進
」
に
。 

・
施
策
９
「
森
林
の
保
全
及
び
活
用
（
新
た
な
森
林

経
営
手
法
の
研
究
、
普
及
に
努
め
ま
す
）」
に
。 

・
商
業
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
な
ど
新
た
な
経
営
形
態
の
増
加
に
よ
り
（
小
規

模
商
店
及
び
）
商
店
街
の
集
客
力
が
低
下
し
」
に
。 

「
今
後
、（
小
規
模
商
店
及
び
）
商
店
街
の
活
性
化

を
」
に
。 

・
男
女
共
同
参
画
「（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
起
因
す
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
根
強
い
た
め
、
結
果
と
し

て
、
男
女
の
実
質
的
な
平
等
の
実
現
が
阻
害
さ
れ
、

ま
た
、
女
性
に
占
め
る
働
く
女
性
の
割
合
が
比
較
的

高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お

け
る
方
針
な
ど
の
立
案
か
ら
決
定
ま
で
」
に
。 

・
子
育
て
「
少
子
化
は
緩
や
か
（
急
激
）」
に
。 

・
障
が
い
者
支
援
「
法
律
に
基
づ
く
（
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
）
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
」
に
。 

・
そ
の
指
標
に
（
自
立
生
活
支
援
と
共
同
生
活
援
助

利
用
者
）
を
追
加
す
る
。 

 

 

あ 
 

と 
 

が 
 

き 
 

◆
今
回
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
力
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
は
時
代
錯
誤
で
あ
り
、
直
ち
に
撤
退

す
べ
き
と
強
く
抗
議
し
ま
す
。
喜
多
方
市
非
核
平

和
の
ま
ち
宣
言
に
は
「 

い
ま
だ
に
世
界
各
地
の

戦
争
は
絶
え
ず 

悲
し
み
や
憎
し
み
が
残
り
（
中

略
）
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔 

夢
見
る
未
来 

戦
争
の

な
い
永
遠
の
平
和
と 

自
由
を 

わ
た
し
た
ち
は 

心
か
ら
願
い 

戦
争
と
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を 

後
世
に
語
り
継
い
で
い
く 

（
中
略
） 

『
あ
ら
ゆ

る
戦
争
を
な
く
す
こ
と
』 

そ
し
て 

「
あ
ら
ゆ
る

も
の
の
破
滅
を
招
く
核
兵
器
を
な
く
す
こ
と
」
を 

全
世
界
に
呼
び
か
け
る
（
後
略
）」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
憲
法
９
条
に
は
「
日
本
国
民
は
、
正
義
と

秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求

し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。
」

と
あ
り
ま
す
。
私
も
市
民
・
国
民
の
一
人
と
し
て

こ
れ
ら
の
精
神
に
則
り
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
、
い
か

な
る
戦
争
に
も
反
対
し
ま
す
。 

 

◆
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら

全
面
撤
退
し
ま
し
た
。
軍
事
力
に
よ
っ
て
問
題
を

解
決
で
き
な
か
っ
た
証
左
で
す
。
一
方
、
２
０
１

９
年
凶
弾
に
倒
れ
た
中
村
哲
医
師
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
人
道
支
援
と
し
て
用
水
路
の
整
備
、
農

地
の
再
生
に
取
組
み
、
結
果
し
て
６５
万
人
の
命

と
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
に
学
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

   

 結（ゆい）Ⅷ－１２ 
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主
権
者
教
育
こ
そ
選
挙
の
投
票
率
向
上
対
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― 
「こ
こ
が
聞
き
た
い
」 

３
月
議
会
一
般
質
問 

― 

  

ロシア軍によるウクライナ侵攻の

即時撤退を求める緊急街宣活動 

 

３月議会一般質問に登壇 
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